
参
加
人
員
は
、
二
八
日
が
五

十
五
名
、
三
十
日
が
四
十
四
名

と
な
り
、
合
計
で
約
百
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

内
訳
は
、
来
賓
（
市
役
所
関
係
、

公
的
機
関
等
）
十
一
名
、
高
齢

者
施
設
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

十
九
名
、
講
師
延
べ
二
十
九
名
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
延
べ
四
十

名
で
し
た
。
案
内
を
差
し
上
げ

た
の
は
、
来
賓
十
二
名
、
高
齢

者
施
設
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

百
五
ヶ
所
、
講
師
百
十
三
名
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
六
十
名
で

あ
り
、
来
賓
の
皆
様
に
は
、
ほ

ぼ
全
員
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
師
の
皆
様
か
ら
は
、

約
半
数
の
方
か
ら
ご
返
事
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
そ
の
半
数
の

方
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
う
ち
十
四
名
の
皆
さ
ん

が
二
日
と
も
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

司
会
者
（
二
八
日
は
山
田
徹

さ
ん
、
三
十
日
は
松
尾
禎
夫
さ

ん
）
の
開
会
宣
言
に
は
じ
ま
り
、

鹿
又
ワ
カ
代
表
の
代
表
挨
拶
、

司
会
者
に
よ
る
来
賓
、
高
齢
者

施
設
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

講
師
の
紹
介
ま
で
の
一
時
間
強

の
セ
レ
モ
ニ
ィ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
情
報
交
換
と

な
り
ま
し
た
。

八
人
前
後
の
各
グ
ル
ー
プ
は

講
師
の
分
野
ご
と
に
な
っ
て
お

り
、
あ
る
程
度
話
題
が
絞
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
か
な
り
広
範
囲
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
公
的
機
関
が
参
加
し

た
こ
と
も
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
説
明
が
詳
し
く
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、
高

齢
者
施
設
ば
か
り
で
は
な
く
、

サ
タ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
で

も
活
動
し
て
み
た
い
と
の

希
望
も
あ
り
ま
し
た
。
施

設
側
か
ら
も
、
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
で
、
具
体
的

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
相
談

が
あ
り
、
今
後
の
講
師
紹

介
へ
と
進
展
す
る
可
能
性

も
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
と

め
を
含
め
て
二
時
間
弱
で

は
、
自
己
紹
介
と
現
在
の

活
動
状
況
説
明
が
精
一
杯
で
あ

り
、
時
間
不
足
の
感
じ
は
否
め

ま
せ
ん
で
し
た
。

三
十
日
の
し
め
く
く
り
に
、

桜
美
林
大
学
瀬
沼
教
授
か
ら
、

「
開
催
で
き
る
こ
と
が
す
ば
ら

し
い
、
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
の
施
設
へ
の
ご
案
内
は
、

利
用
者
開
拓
活
動
と
連
携
し
て

行
な
い
ま
し
た
。
八
王
子
セ
ン

タ
ー
元
気
の
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
合
わ
せ
て
持
参
し
説
明
す

る
こ
と
で
、
す
で
に
お
付
き
合

い
の
あ
る
施
設
と
は
一
層
関
係

が
深
ま
る
と
と
も
に
、
今
後
お

付
き
合
い
を
し
た
い
施
設
と
は

お
互
い
に
理
解
し
あ
う
こ
と
が

で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用

し
て
、
情
報
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

毎
回
言
わ
れ
る
時
間
不
足
に

つ
い
て
は
、
開
催
日
、
運
営
方

法
も
含
め
て
検
討
し
、
よ
り
有

意
義
な
企
画
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
柴
田
忠
寛
）

（１） げ ん き 平成２０年５月

◎八王子市高齢者活動

コーディネートセンター

◎八王子センター元気

八王子市大横町１１-３５

電話＆ＦＡＸ

０４２－６２７－９１７９

運営日 月･水･金曜日

午前１０時～午後４時

有
意
義
な
意
見
交
換

今
後
も
継
続
開
催
を

第
四
回
施
設
・
講
師
懇
談
会

▽
平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
お
よ
び
三
十
日
（
金
）

▽
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
主
催
の
第
四

▽
回
施
設
・
講
師
懇
談
会
が
、
大
横
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
「
竹
の

▽
間
」
と
「
末
広
の
間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
講

▽
師
・
利
用
者
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
交
流
を
図
り
、
自
由

▽
に
話
し
合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
セ
レ
モ
ニ
ィ

▽
部
分
は
極
力
圧
縮
し
、
グ
ル
ー
プ
毎
の
情
報
交
換
を
中
心
に

▽
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

グループごとに情報交換

一
、
参
加
人
員

二
、
当
日
の
進
行

三
、
今
後
の
課
題



わ
た
し
の
第
二
の
人
生
の
テ
ー

マ
は
「
笑
い
」
で
す
。
現
役
時

代
は
企
業
の
総
務
・
管
理
部
門
、

研
修
部
門
に
い
て
、
お
堅
い
仕

事
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
、
そ

の
か
た
わ
ら
、
ジ
ョ
ー
ク
を
創

作
し
発
表
す
る
「
ジ
ョ
ー
ク
サ

ロ
ン
」
と
い
う
会
に
出
入
り
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
こ

ろ
か
ら
落
語
を
聴
く
こ
と
、
か

く
し
芸
程
度
に
落
語
を
演
じ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

六
十
歳
定
年
退
職
後
、
自
宅

に
大
人
の
た
め
の
「
楽
習
塾
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
趣
味
と

し
て
集
め
た
落
語
Ｃ
Ｄ
を
聴
い

た
り
、
本
や
資
料
を
公
開
し
て

同
好
の
方
と
一
緒
に
、
気
楽
に
、

楽
々
と
落
語
を
道
楽
に
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
落
語

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ジ
ョ
ー

ク
や
小
噺
、
言
葉
遊
び
な
ど
を

創
作
し
て
「
ヒ
ラ
イ
信
」
と
い

う
一
人
新
聞
を
毎
月
発
信
し
ま

し
た
。

つ
ぎ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ニ
ア
大

樂
に
講
師
登
録
を
し
ま
し
た
。

現
役
時
代
培
っ
た
知
識
・
経
験

を
活
か
し
て
、
研
修
や
講
演
で

社
会
貢
献
で
き
れ
ば
と
・
・
。

し
か
し
、
一
年
間

は
「
楽
習
塾
」
も
開

店
休
業
、
講
師
も
余

り
お
呼
び
が
か
か
ら

な
い
。
そ
ん
な
時
、

東
京
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
「
ユ
ー

モ
ア
話
術
入
門
講
座
・

落
語
の
中
の
笑
い
」
そ
し
て
、

東
京
都
北
区
「
お
か
み
さ
ん
元

気
塾
」
か
ら
「
落
語
に
学
ぶ
商

売
の
知
恵
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
依
頼
が
き
ま
し
た
。
講
演

の
や
り
方
を
私
な
り
に
工
夫
し

て
み
ま
し
た
。
企
業
に
い
た
時

に
培
っ
た
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
見
せ
る
ス
ピ
ー
チ

を
、
そ
の
あ
と
に
落
語
一
席
を

セ
ッ
ト
に
し
た
講
演
ス
タ
イ
ル

で
す
。
気
楽
で
、
楽
し
い
「
笑

い｣

の
あ
る
講
演
が
大
う
け
し

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
講
師
依

頼
が
次
々
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
講
演
テ
ー
マ
も
多
彩
に

な
り
、
「
落
語
に
学
ぶ
ス
ピ
ー

チ
の
コ
ツ
・
ツ
ボ
」
「
ユ
ー
モ

ア
『
わ
』
術
入
門
」
「
笑
い
と

健
康
」
「
笑
涯
楽
習
の
す
す
め
」

と
い
っ
た
「
笑
い
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
が
お
得
意
で
す
。

さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
大
樂
の
中
に
、

シ
ニ
ア
演
芸
団
「
演
多
亭
」
を

旗
揚
げ
し
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
や
愛
・
地
球
博
な
ど
で
、
落

語
・
小
噺
を
公
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
ス
ピ
ー
チ

の
会
を
通
じ
プ
ロ
の
噺
家
（
落

語
協
会
・
真
打
三
遊
亭
圓
王
師

匠
）
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
師

匠
が
主
宰
す
る
「
三
遊
会
」
に

入
会
し
ま
し
た
。
プ
ロ
か
ら
直

接
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い
、
芸

名
も
「
三
遊
亭
圓
塾
」
を
い
た

だ
き
、
ネ
タ
も
増
え
ま
し
た

（
現
在

古
典
落
語
１
９
席
）
。

社
会
人
落
語
家
と
し
て
、
老
人

ホ
ー
ム
、
地
方
公
共
団
体
、
企

業
な
ど
か
ら
も
お
呼
び
が
か
か

り
、
月
に
３
〜
４
回
ぐ
ら
い
高

座
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
活
動

の
場
が
次
々
と
広
が
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
地
元
八
王
子
か
ら

声
が
か
か
り
ま
し
た
。
八
王
子

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

会
が
主
催
す
る
「
笑
い
の
大
研

究
」
に
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
の

で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

ユ
ー
モ
ア
ス
ピ
ー
チ
の
会
・
八

王
子
支
部
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

れ
が
縁
で
、
あ
る
町
内
の
老
人

会
に
、
老
人
ホ
ー
ム
、
料
亭
の

余
興
に
、
そ
し
て
、
い
ち
ょ
う

ホ
ー
ル
の
大
舞
台
に
も
上
が
り

ま
し
た
。
「
八
王
子
セ
ン
タ
ー

元
気
」
に
も
講
師
登
録
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
元
に
も

「
笑
い
」
を
通
じ
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

「
楽
習
塾
」
「
ジ
ョ
ー
ク
サ

ロ
ン
」
「
ユ
ー
モ
ア
ス
ピ
ー
チ

の
会
」
、
「
シ
ニ
ア
大
樂
」

「
演
多
亭
」
、
落
語
の
「
三
遊

会
」
「
四
人
会
」
、
そ
し
て
、

「
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
」
な

ど
「
笑
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
様
々

な
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

活
動
の
場
を
広
げ
、
自
ら
も

「
笑
い
」
楽
し
み
な
が
ら
、

「
笑
い
」
を
通
し
て
多
く
の
人

に
「
笑
わ
れ
て
」
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
平
井
幸
雄
）

平成２０年５月 げ ん き 第１４号（２）

講
師
紹
介
シ
リ
ー
ズ
（
第
五
回
）

平
井

幸
雄
（
た
か
お
）
さ
ん

「笑
い
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

▽
平
井
幸
雄
さ
ん
は
、
昨
年
「
秋
祭
り
！
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ウ
」

▽
に
出
演
し
、
落
語
で
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
楽
習
塾
」
の
立
ち
上
げ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
シ
ニ
ア
大
樂
（
だ
い
が
く
）

に
講
師
登
録

「
三
遊
会
（
さ
ん
ゆ
う
か
い
）
」

で
プ
ロ
の
噺
家
に
落
語
を
習
う

地
元
八
王
子
で
の

活
動
ス
タ
ー
ト



松
嶋
修
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会

で
始
ま
り
、
八
王
子
セ
ン
タ
ー

元
気
代
表

鹿
又
ワ
カ
さ
ん
の

主
催
者
挨
拶
の
後
、
八
王
子
市

長

黒
須
隆
一
さ
ん
か
ら
、

「
八
王
子
の
高
齢
者
と
か
け
て

焼
き
芋
と
解
く
、
そ
の
こ
こ
ろ

は
、
蒸
（
老
）
け
て
い
な
い
」

の
ナ
ゾ
カ
ケ
に
始
ま
り
、
出
席

者
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る

旨
の
ご
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
タ
ー
ト
ル
ズ
の
オ

カ
リ
ナ
合
奏
（
ふ
る
さ
と
、
北

上
夜
曲
、
涙
（
ナ
ダ
）
そ
う
そ

う
、
千
の
風
に
な
っ
て
）
、
五

姫
会
の
民
舞
（
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
南
京
玉
す
だ
れ
、
鳴
子

踊
り
）
に
続
い
て
、
第
一
部
の

最
後
は
、
世
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
ト
ウ
リ
ー
ザ
丘
野
さ
ん
に

よ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
ア
ン
ハ
ー
プ

演
奏
と
ト
ー
ク
で
す
。
民
族
衣

装
を
つ
け
、
ズ
ー
ン
と
お
な
か

に
響
く
大
き
な
音
の
で
る
表
情

豊
か
な
楽
器
で
、
カ
ス
チ
カ
ー

タ
（
滝
）
、
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、

千
の
風
に
な
っ
て
等
を
演
奏
し
、

心
を
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
と
紅
茶
、
そ
し
て
か

る
か
ん
饅
頭
で
、
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
だ
後
、
社
会
人
落
語

家
、
三
遊
亭
圓
塾
さ
ん
の
、

「
笑
い
の
あ
る
会
話
と
落
語
」

で
、
腹
の
底
か
ら
笑
い
ま
し
た
。

長
年
の
研
鑽
と
技
の
う
か
が
わ

れ
る
好
演
で
し
た
。

最
後
は
、
「
み
ん
な
で
歌
い

ま
し
ょ
う
」
。
伊
藤
涼
子
さ
ん

の
音
頭
で
大
声
を
張
り
上
げ
、

高
潮
し
た
ム
ー
ド
の
中
で
、
八

王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
副
代
表

富
永
哲
夫
さ
ん
の
閉
会
の
言
葉

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

☆
シ
ル
バ
ー
ト
ー
タ
ル
ズ

伊
藤
玲
子
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー

に
、
脇
さ
ん
、
石
川
さ
ん
、
湯

田
さ
ん
の
四
人
で
結
成
さ
れ
た

オ
カ
リ
ナ
合
奏
団
。

今
後
、
施
設
慰
問
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

☆
五
姫
会

十
年
前
に
、
高
木
裕
子
さ
ん

を
代
表
に
五
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

今
は
十
人
に
成
長
し
ま
し
た
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
非
常
に
広
く
、

南
京
玉
す
だ
れ
を
初
め
と
す
る

多
数
の
民
舞
の
ほ
か
に
、
手
話

踊
り
、
健
康
体
操
、
さ
ら
に
は

マ
ジ
ッ
ク
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

ま
で
手
を
広
げ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
施
設
を
中
心
に
、
各
種
団

体
、
教
育
機
関
等
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
「
げ
ん
き
」
第
十
一

号
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
ト
ウ
リ
ー
ザ
丘
野
さ
ん

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
十
年
に

わ
た
る
演
奏
活
動
、
ラ
ス
ベ
ガ

ス
で
の
公
演
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
の
定
期
演
奏
等
、
世
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
世
界
の
子
供
ネ
ッ
ト
」
、

「
国
境
な
き
楽
団
」
に
所
属
。

☆
三
遊
亭
圓
塾
さ
ん

本
名
平
井
幸
雄
（
た
か
お
）

さ
ん
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
三

十
八
年
。
現
役
時
代
の
「
ジ
ョ
ー

ク
サ
ロ
ン
」
、
定
年
退
職
後
立

ち
上
げ
た
「
楽
習
塾
」
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
シ
ニ
ア
大
樂
」
講
師

登
録
、
「
演
多
亭
」
の
旗
揚
げ

等
を
経
て
、
三
遊
亭
圓
王
師
匠

の
「
三
遊
会
」
に
入
会
し
、
プ

ロ
か
ら
直
接
稽
古
を
つ
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
落
語

家
と
し
て
、
広
範
囲
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
紙
第
二
面

「
講
師
紹
介
シ
リ
ー
ズ
」
に
も

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（３） 第１４号 げ ん き 平成２０年５月

老
（蒸
）け
て
い
な
い
高
齢
者

あ
ふ
れ
る
熱
気
、楽
し
い
ひ
と
時

秋
祭
り
、た
の
し
み
ま
シ
ョ
ウ

▽
恒
例
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日

▽
（
水
）
、
「
秋
祭
り
・
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ウ
」
と
銘
打
ち
、

▽
八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気
と
八
王
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

▽
ク
の
共
催
で
、
八
王
子
エ
ル
シ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
用

▽
意
さ
れ
た
二
百
八
十
席
は
完
売
と
な
り
、
参
加
者
も
二
百
七

▽
十
七
名
に
達
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
成
功
裏
に
終
了

▽
し
ま
し
た

トウリーザ丘野さん

出

演

者

紹

介

日
時

平
成
二
〇
年
六
月
六
日
（
金
）

午
後
一
時
開
場

場
所

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

主
催

八
王
子
セ
ン
タ
ー
元
気

協
賛

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

第
二
回明

治
・
大
正
・昭
和
が
集
う
歌
の
会



八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
は
、

八
王
子
の
伝
統
あ
る
秋
の
お
祭

り
で
、
甲
州
街
道
周
辺
の
銀
杏

並
木
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
十
一
月
十
七
日

（
土
）
、
十
八
日
（
日
）
の
二

日
間
、
街
道
沿
い
に
は
本
部
を

中
心
に
屋
台
や
出
店
が
立
ち
並

び
、
陵
南
公
園
で
は
学
生
さ
ん

を
中
心
と
す
る
出
し
物
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
長
房
市
民
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
す
る
一
帯
も
「
わ
く

わ
く
広
場
」
と
名
付
け
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
が
イ
ベ

ン
ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
南

浅
川
の
河
川
敷
で
は
、
数
百
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
す
い
と
ん
、

揚
げ
パ
ン
、
お
つ
ま
み
等
の
食

べ
物
の
販
売
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

の
「
青
空
歌
声
喫
茶
」
、
各
種

大
道
芸
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
房
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
議
室
・
和
室
を
利
用
し
て
各

種
の
展
示
会
が
行
わ
れ
、
体
育

室
で
は
、
千
人
保
育
園
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
た
の
し
く
遊
ぼ
う

会
」
、
中
・
高
校
生
に
よ
る
呈

茶
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
、
集
客
の
た
め

の
出
し
物
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
わ
く
わ
く
広
場
」
を
主

管
す
る
の
が
八
王
子
市
民
活
動

協
議
会
で
あ
り
、
八
王
子
セ
ン

タ
ー
元
気
は
、
初
め
て
、
こ
の

体
育
室
内
の
ス
テ
ー
ジ
の
運
営

を
一
任
さ
れ
た
の
で
す
。

準
備
は
前
日
の
夕
方
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
設

置
の
手
伝
い
、
放
送
設
備
の
チ
ェ
ッ

ク
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
セ
ッ
ト
、

細
か
い
作
業
は
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
し
た
。

十
七
日
（
土
）
午
前
十
時
三

十
分
、
西
山
典
明
さ
ん
の
司
会

で
「
わ
く
わ
く
広
場
」
の
ス
テ
ー

ジ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
五
姫
会

（
い
つ
ひ
め
か
い
）
の
花
笠
音

頭
で
、
華
や
か
な
幕
開
け
で
す
。

南
京
玉
す
だ
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
、

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ド
メ
ド
レ
ー

（
パ
ラ
パ
ラ
）
、
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
（
鳴
子
踊
り
）
、
マ
ツ
ケ

ン
サ
ン
バ
Ⅱ
、
健
康
体
操
等
二

回
の
出
演
で
、
こ
の
日
の
前
半

は
、
五
姫
会
の
に
ぎ
や
か
さ
で

埋
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
中

野
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
マ

ジ
ッ
ク
、
た
の
し
く
遊
ぼ
う
会

の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
橋
口
治

夫
さ
ん
の
紙
芝
居
を
は
さ
ん
で
、

後
半
の
主
役
は
、
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー

ト
で
す
。
ギ
タ
ー
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
、
ラ
テ
ン
ギ
タ
ー
の
演
奏

と
歌
で
、
二
回
も
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー

ト
の
後
は
、
く
ろ
ち
ゃ
ん
の
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
で
、
二
回
の
演
技
で
、

子
供
た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

一
八
日
（
日
）
は
、
午
前
十

一
時
の
開
演
で
す
。
た
の
し
く

遊
ぼ
う
会
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

で
始
ま
り
ま
し
た
。
午
後
は
、

グ
ル
ー
プ
錦
の
独
壇
場
で
す
。

錦
見
サ
ツ
エ
さ
ん
の
司
会
で
、

グ
ル
ー
プ
錦
の
踊
り
（
平
成
八

王
子
音
頭
、
箱
根
八
里
の
半
次

郎
、
新
秩
父
音
頭
、
男
の
花
道
）
、

フ
ラ
オ
レ
ン
ジ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

グ
ル
ー
プ
錦
の
津
軽
三
味
線
と

唄
を
と
り
ま
ぜ
て
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
、

見
物
の
皆
さ
ん
に
も
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
て
も
ら
い
、
ソ
ー
ラ

ン
節
、
花
笠
音
頭
、
炭
坑
節
を

賑
や
か
に
踊
っ
て
、
お
祭
り
の

最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

後
片
付
け
を
終
わ
っ
た
時
に

は
、
す
で
に
秋
の
日
は
と
っ
ぷ

り
と
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

（
渡
辺
重
男
）

◎
漢
字
の
歴
史
は
い
つ
か
ら
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
解
読
す

る
と
全
く
現
代
に
当
て
は
ま
る

言
葉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

く
。
一
例
と
し
て
、
若
い
の
下

に
心
と
書
い
て
惹
か
れ
る
と
読

む
。
私
が
セ
ン
タ
ー
元
気
に
こ

う
し
て
続
け
て
い
る
こ
と
の
で

き
る
の
も
、
会
員
皆
さ
ん
各
自

の
人
間
的
魅
力
と
、
心
の
若
さ

に
惹
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

う
。

（
佐
藤
照
雄
）

◎
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
リ
ヨ
シ
元
ハ

ワ
イ
州
知
事
が
、
占
領
軍
の
若

い
将
校
で
あ
っ
た
昭
和
二
十
年

の
暮
。
寒
風
の
中
、
一
生
懸
命

に
靴
を
磨
い
て
く
れ
た
七
歳
の

少
年
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
パ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

と
こ
ろ
、
三
歳
の
妹
の
た
め
に

持
っ
て
帰
る
と
い
う
。
こ
れ
を

聞
い
て
、
日
本
人
の
心
は
滅
ん

で
い
な
い
、
必
ず
復
興
す
る
と

確
信
し
た
そ
う
で
あ
る
（
日
本

経
済
新
聞
一
月
一
八
日
夕
刊
）
。

金
の
た
め
ば
か
り
で
人
の
た
め

に
す
る
福
祉
の
心
を
忘
れ
つ
つ

あ
る
日
本
は
、
復
活
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

（
柴
田
忠
寛
）

平成２０年５月 げ ん き 第１４号（４）

初
め
て
の
集
客
活
動

い
ち
ょ
う
祭
り
に
参
加

「わ
く
わ
く
広
場
」の

ス
テ
ー
ジ
を
担
当

お
客
さ
ん
と
一
緒
に

編
集
員
の
記


